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★会合やイベント 
 

支部会のご案内 

 

◆  東北支部集会  

 今年度の東北支部研究会を岩手県奥州市の奥州宇宙遊学館にて開催いたします。奥州

宇宙遊学館が立地する国立天文台水沢 VLBI 観測所は来年 2019 年に緯度観測所時代か

ら通算して開所 120 周年を迎えます。また昨年には、奥州宇宙遊学館、木村榮記念館、

眼視天頂儀室と眼視天頂儀目標台がそれぞれ登録有形文化財（建造物）に登録されまし

た。この機会に、ぜひこれらの建物をご覧いただければと考えております。 

 また、7 日の会合終了後に 4D2U 見学、国立天文台水沢キャンパスの VERA などの世

界最先端の観測装置・計算機器等の見学も併せて予定しております。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

 

日 時：2018 年 10 月 6 日（土）13:00～10 月 7 日（日）13:00 

場 所：奥州宇宙遊学館（岩手県奥州市） 

      http://uchuyugakukan.com/ 

      アクセス…詳細は上記 Web ページをご覧ください。 

主 催：天文教育普及研究会 東北支部 

参加費：無料 

懇親会：10 月 6 日（土）18 時より(予定)  一人 4,500 円（予定） 

「弥科」 〒023-0814 岩手県奥州市水沢袋町５-20 

           TEL 0197-24-4450 

https://tabelog.com/iwate/A0303/A030302/3002065/ 

特別講演： 特別講演１ 大江昌嗣氏（国立天文台名誉教授） 

「緯度観測所と宮沢賢治」（仮題） 

        特別講演２ 亀谷收氏（国立天文台水沢 VLBI 観測所） 

「国立天文台の 119 年の歴史と最近の状況」（仮題） 

申 込：申込フォームにあります内容を、以下の方法にてお伝えください。 

（１）郵送の場合 

         〒965-8580 福島県会津若松市一箕町鶴賀 

         会津大学企画運営室 寺薗淳也 宛 

（２）FAX の場合 

         0242-37-2527 会津大学企画運営室 寺薗淳也 宛 

（３）電子メールの場合 
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         terazono@u-aizu.ac.jp 宛にお願いします。 

         件名を「2018 年天教東北支部研究会申し込み」としてください。 

締 切：発表あり …9 月 26 日（水） 

発表なし …10 月 3 日（水） 

      なお、当日飛び入りも歓迎いたします。 

      また、天教会員でない方でもご参加いただけますので、お近くに興味をお持

ちになりそうな方がいらっしゃいましたら、ぜひお声をおかけください。 

発表形式：通常の PC＋プロジェクター（あるいは口頭）に加え、今回はポスター及

       び写真での発表も受け付けます。 

・口頭発表の場合 

       口頭発表につきましては、現在 1 件 20 分程度を予定しておりますが、申

込数などにより変動がある可能性がありますので、ご了承ください。 

・ポスター発表/写真での発表の場合 

       支部会当日にポスター・写真をご持参の上、ご自身で展示ボード（A0 サ

イズ）に掲示してください。掲示に必要なセロハンテープは会場係がご用

意します。事前に送付し、会場係による掲示をご希望される場合は、10 月

3 日までに以下の宛先までお送りください。 

〒023-0861 岩手県奥州市水沢星ガ丘町 2-12 

         国立天文台水沢 VLBI 観測所 亀谷收 宛 

   その際は送り状に「天教・発表資料」と明記の上、発表者ご本人の住所、

名前、電話番号、及び返却の方法をご記入の上、お送りください。 

インターネットによる支部会中継： 

  今回は支部会（おそらく天教の支部会としても）はじめての試みとして、イ

      ンターネットによる支部会の中継を行います。支部会中継の URL について

      は後日アナウンスいたします。インターネット中継は、天教会員であるかど

      うかを問わず全ての方が視聴できます。もし、ご自身の発表に関して中継で

      不都合がある場合には、以下の申込フォームにその旨お書き添えください。

      特に注記がない場合は、すべての発表についてインターネット中継の対象と

      いたしますので、ご注意ください。 

その他ご注意： 

宿泊施設については各自でご手配ください。昨年の支部会同様、3 連休とい

うこともありますので、お早めの確保をお願いいたします。 
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以下の申込フォームをご利用ください。 

============================================================================= 

天文教育普及研究会・東北支部研究会 参加申込み 

 

氏 名： 

所属等： 

連絡先 

   住所：〒 

   電話： 

   E-mail： 

参加内容 

  支部会：10 月 6 日（土） 参加・不参加（該当する方を残して他を消してください） 

      10 月 7 日（日） 参加・不参加（該当する方を残して他を消してください） 

 発 表：あり・なし（該当する方を残して他を消してください） 

 

   ※発表ありの方  

     発表題目： 

     発表概要（2～3 行で）：  

 

 

     発表形式：口頭・ポスター・写真（該当する方を残して他を消してください） 

 

 懇親会：参加・不参加（該当する方を残して他を消してください） 

 終了後のツアー：参加・不参加（該当する方を残して他を消してください） 

 ７日の昼食のお弁当：要・不要（該当する方を残して他を消してください） 

 その他： 

 

============================================================================= 

 

 

催し等のご案内 

 

◆  第 19 回こどものためのジオ・カーニバル  

期 日：2018 年 11 月 3 日（土）～4 日（日） 

  場 所：大阪市立自然史博物館（大阪市東住吉区） 

主 催：こどものためのジオ・カーニバル企画委員会 

  共 催：大阪市立自然史博物館、大阪市立科学館 

  後 援：当会ほか 
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◆  第２回新天体捜索者会議  

日 時：2018 年 11 月 17 日（土）午前〜18 日（日）夕方  

（1 日のみの参加も歓迎です。）  

場 所：国立天文台三鷹キャンパス・すばる棟大セミナー室  

〒181-8588 東京都三鷹市大沢 2-21-1 

  主 催：宇宙（天文）を学べる大学合同進学説明会実行委員会、大阪市立科学館  

  対 象：どなたでも無料でご参加いただけます。  

内 容：新天体捜索活動の紹介、新天体の研究発表、新天体に関する観測方法や発見

報告のレクチャー、分科会、全体討議など  

招待講演（予定）：  

「国立天文台における市民天文学プロジェクト（仮）」  

臼田-佐藤功美子さん（国立天文台） 

「キロノバと重力波天体」            冨永望さん（甲南大学） 

「新天体の発見とその捜索法（彗星編）」 中野主一さん（天文電報中央局） 

「重力マイクロレンズ現象と系外惑星（仮）」 福井暁彦さん（国立天文台） 

「小型望遠鏡による近地球天体（NEO）探索」    柳沢俊史さん（JAXA） 

申 込：以下の登録フォームから申込ください。  

      https://www.nayoro-obs.jp/stellanova2018/registration.html 

  締 切：講演 2018 年 10 月 26 日（金）  

参加 2018 年 11 月 9 日（金）  

  集 録：会議集録（PDF 版）を作成し、Web に公開します。集録（紙版・冊子）をご

希望の方は、集録代（2,000 円、送料込み）が必要です。参加申し込みの際

にフォームから申請してください。  

  分科会：11 月 18 日（日）に 3 つ分科会【彗星や小惑星（太陽系内の天体）・新星（銀

河系内の天体）・超新星（銀河系外の天体）】を設定し、興味ある天体につい

ての情報交換を行います。  

鑑賞会：11 月 18 日（日）の昼休みに 4D2U ドームシアターで全天周立体映像を鑑賞

します。申し込みフォームからお申し込みください（先着 40 名）。  

  情報交換会：11 月 17 日（土）晩に国立天文台三鷹キャンパス内にて開催します。会

費は 3,000 円（学生 1,000 円）を予定しています。  

  旅費補助：助成金の採択状況に応じて、少額ですが旅費を補助できる場合があります。

発表する学生や遠方よりお越しの方に優先的に補助する予定です。対象者お

よび補助金額に関しては、世話人で協議の上、決定いたします。ご希望に添

えない場合は、ご容赦ください。  

問合せ：電子メール   stellanova2018@nayoro-obs.jp 

Web サイト（最新情報を掲載しています。）：  

https://www.nayoro-obs.jp/stellanova2018/ 
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